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３ 要旨

アップルミント（シソ科）をモモの下草として植栽することで、土着天敵である寄生蜂類やカブリダニ類が定着温存で

きることが判明した。

(1)アップルミントを植栽することで寄生蜂類が多く捕獲され（図１）、その優占種はChrysocharis sp.であった（図２）。

(2)ハダニ類の発生の後にカブリダニ類が発生しており、土着天敵としてハダニ類の発生を抑制することが示唆され

た（図３）。

(3)アップルミントにおけるカブリダニ類の優占種はミヤコカブリダニであった（図４）。

図１ 黄色粘着板トラップを用いて捕獲した寄生蜂類の捕獲数 図２ モモ葉に寄生したモモハモグリガから

（2011） 異符号間で有意差あり（危険率5% Tukey法） 羽化した寄生蜂類の種類と割合（2011）

図３ アップルミントのハダニ類とカブリダニ類の 図４ アップルミントから捕獲したカブリダニ類の

発生推移（2010） 種類と割合(2010)
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